
榛東村立榛東中学校

「子どもの学びに学ぶ授業研究の創造」
～対話を通して多様で個性的な考えを見いだす生徒の育成を目指して～

パナソニック教育財団

特別研究指定校報告



「主体的・対話的で深い学び」の実現

子どもの学びに学ぶ授業研究を創造する

対話を通して多様で個性的な考えを見いだす生
徒の育成を目指し、子どもが学ぶ姿から教員が
学ぶことに重点を置く授業研究を創造する

研究の目的



研究の活動内容

ICTを活用した対話的な学びの授業デザイン

・本校独自の授業研究の「５つの視点」を意識した活用・探究型の授業

を研究する

・ICTを活用した思考の可視化による対話・協働を重視する

ICTを活用した授業研究

・生徒の具体的な姿や発話、表出した物などの事実から生徒の学びを分析する

・教科を横断したチームで授業を検証し改革する授業研究サイクルの構築



榛東中スタンダード「５つの視点」

授業の流れ

１ めあて

２ 見通し

３ 学び合い

４ まとめ

５ ふり返り

生徒の姿を中心

①授業づくりの

②授業研究の

５つの視点



視点３ 学び合い
子どもたちは,グループやクラス全体の対話を通して,

協働的して問題解決をしているか

視点２ 見通し
子どもたちは,問題解決の見通しや期待感をもって活動に取り組もうとしているか

視点４ まとめ
子どもたちは,めあてと整合性のあるまとめにたどりつけたか

視点５ ふり返り
子どもたちは、この時間の学びが

自分にとって意味や価値があったと自覚しているか

視点１ めあて
子どもたちは,授業のめあてを関心や問題意識,必要感をもって理解したか

視点を設けず
子どもが
自由に書く



令和2年度の実践

AIスピーカーを用いて
音声を録音

発話記録の作成

●発話者を特定して文字起
こしができる安価なソフ
トがない

●音声のみでは、授業中の
どの場面かを特定するの
は難しい

視点３ グループでの学び合い



２年生理科の発話記録
（生徒A,B,Cの３人班）

ピンセットを使って、アサリを観察している
C：うわ！（驚き）
C：これですか。（教師に確認する）

  これですか。
T：それなんかなぁ。（Cの発問を受けて）
B：先生、先生、先生、これですか。
（アサリを見せながら）
T：それなんかなぁ。（Bの発問を受けて）
C：絶対これじゃない？
（教師の発問に対して）
C：これなんですか。これ。いっつも思うこれ。
４分後 ホタテを観察し、外套膜を見つける 

B：これが外套膜？
Cは外套膜を見つけ、自信をもって写真を撮る

３６０°カメラを用いた録画

生徒B、Cが発話の中心

生徒Aは「うなずき」「仕草」
「表情」で対話をしている

生徒Cの自信につながった



ICTを活用した授業研究

課題解決に向けた
生徒の対話場面

検証・分析

生徒が学ぶ姿（対話）から

教師が学ぶ授業研究



授業の記録

抽出班の発話記録



授業の記録

ICTによる

録音・録画

・発話記録の補助

・生徒の表情やうなずき、

しぐさ等の記録



授業研究会

１．学びの事実を確認

２．ファシリテーターを中心に協議

３．ファシリテータによる協議のまとめ

４．授業者より



１．学びの事実を確認

・生徒の発話

・対話の流れ

・生徒の表情・うなずき・

しぐさ

・生徒のタブレットや

ノートへの記述

生徒にどのような
学びがあったのか



授業デザインシート

授業中の生徒の学び

生徒の意識

比較



２．ファシリテーターを中心に協議

授業の構想段階から

授業者との関わり

ファシリテーターが授業者

の意図を十分に理解する

客観的で妥当性のある生徒

の学びの解釈になる



令和３年度の実践

１年数学「７５°の作図をしよう」
授業実践に向けた授業研究サイクル

１月５日 模擬授業の実施 タブレット上で作図をしてか
らの対話は、教師でも難しい

ことが分かった



１月１２日 授業改革委員会
授業デザイン検討 授業者の願い

作図の手順を対話

①よりよい方法で作図
②すべての生徒が作図できる

「まず、何をするか」の発問
で、自然と作図の手順の対話

になるのでは？



令和３年度の実践
１月１９日 １年数学「７５°を作図しよう」

対話前の生徒Aの考え 対話後の生徒Aの作図

７５°になる組み合わせ
を複数導き出した

（１８０°ー３０°）÷２
の考えで作図



生徒A、B、Cの発話記録
B、A順に、それぞれの考えのうち、１つずつを紹介
Bは ６０＋１５＝７５ Ａは ９０−１５＝７５
どっちが楽かについての議論 （簡便性）
話が平行線をたどり、Ａが話題を転換する。
Ａ「『まず（何をするか）』だから、それ、考えよう。」
Ｂは、画面に手で描きながら考え、回数を確かめる。
Ｂ「どっちも同じじゃね」
Ｂ「どっちも３回だから同じだよ」

Ｂは、（１８０ー３０）÷２＝７５を提案
Ｂ「１８０から３０引いて２で割れば、２回で（でる）」
Ａ「どういうこと？１８０を？」
Ｂ「１８０から３０引いて２で割る」
Ａは自身のタブレット画面にＢの画面を開き、Ｂの発言に耳を
傾ける。
Ａ「そういうこと。そっちの方が簡単かも」
ＡはＢの考えが映る画面を見ながら「それがいいね」
Ｃは全体画面を見ながらじっと二人の対話を聞き、発言。
Ｃ「６０＋１５じゃないの？」
ＡはＣの疑問に対し、
「最初に直線を引いて３０°を引いてから二等分すればいいん
だよ」

生徒AとBは、簡便性の視点か
ら自分の考えのよさを主張

よりよい考えとしてBが新た
な考えを提案

AはBの新たな考えと選んだ理
由に納得し、最後にはCにそ
のよさを主張する

「まず、何をするか」対話



令和３年度の実践より

〇教師の気付かないところで、生徒は教科の本
質に迫るような対話をし、自身の考えを深め
ている

●話し合われた考えを可視化し、まとめへとつ
なげていく必要がある

〇生徒の意識を具体的に想像するために、模擬
授業は有効な手段であること



令和４年度の実践

新型コロナウィルス感染症の警戒レベ
ルが下がり、県内約１００人を招く

５月２６日 ２年数学「連立方程式」
授業研究会の板書

①不安なまま活動に入った
②職場体験のイメージが薄
かった

③本当に式が２つならOK
か？モヤモヤが残る

発話記録や生徒のふり返り
には出てこない
教師の主観で、生徒の姿を
想像している



１．学びの事実を確認

・ふり返りの記述を分析

・生徒の発話

・対話の流れ

・生徒の表情・うなずき・

しぐさ

・生徒のタブレットや

ノートへの記述

生徒にどのような
学びがあったのか

発話記録等より、
その理由を分析



令和４年度の実践
１月１６日 ２年総合的な学習の時間

「かくれ歴史大国・榛東の魅力を伝えよう」

前時のふり返りを
座席表に記す

前時までに何を学び、本
時の授業で何を学んだの
か明らかにするため



生徒Fの前時のふり返り 生徒Fの本時のふり返り

自分が考えた展示に
対する強い思い

新たな疑問や問題意識
が芽生えてきている？



生徒A～F発話記録の分析

生徒の表情が明るく、
生き生きと対話する

視線を盛んに動かし、身振
り手振りを入れて対話



生徒A～F発話記録の分析 展示のセンターをどれにするか

インパクトがあれば、
場所は関係ない

展示の全体のまとまりは必要

インパクト・展示物の幅・まとまり

１０分の対話をしてもなかなか
結論が出てこない…



まとめ
「展示をするときに何を大切にするか」

他のグループからも配
置をするときに大切に
したいことがたくさん
出された

クラスとして、全員が
納得できる配置を考え
ていく必要がある



研究の成果「授業研究スタイルの創造」

教師の省察より

「授業デザインシートで生
徒の思考を予想したり、授
業研究会で生徒の対話の内
容に迫ったりする経験を積
み重ねたことで、生徒の学
ぶの姿から活用・探究型の
授業構想ができるように

なってきた。」



研究の成果「授業研究サイクルの構築」

模擬授業

授業者も生徒役の教師
も、生徒の姿をより具
体的に共有し、授業を
組み直すことにつな

がった

模擬授業



今後の課題や展望

●中学校における「学級総合」の充実に向けたカリ

キュラム・マネジメントを行う

●「視点１」から「視点５」を１単位時間だけでな

く、単元にも広げ、柔軟に授業や単元をデザイン

する



令和５年度の研究テーマ

願いや問いをもち、探究し続ける生徒の育成
～子どもの学びを中心とした授業研究を通して～



「願いや問いをもち、探究し続ける生徒の育成」

解決したい問題

どうしたらいいだろう？
なんでだろう？

調べる・調査する
体験する

ふり返る



学級総合の充実に向けて
４月 材の検討シートの作成・検討

願いや問いが連続し、発展性や深まりがあるか



5月 総合的な学習の時間スタート

今までの学習経験

総合の柱に



6月 学級総合発表会



生徒のふり返り

・自分では思いつかないような内容ですごいと思い
ました。それぞれのクラスで行うことが全然違くて、
聞いたり見たりしているのが面白かったです。榛東
村に関することと言うことで、これだけの内容の種
類があって、改めて榛東村の良さを感じることがで
きました。



生徒のふり返り

・テーマ決定より前はどのクラスも同じような手順
だけど、それぞれのクラスで決まったテーマは全然
ちがくて、おもしろいなと思った。私が見たどのク
ラスもこれからどうなるのか楽しみだと思ったし、
自分もがんばりたいなと思った。自分が発表してみ
て、やりながら改善していけたのでよかった。うま
くいかなかった部分もあるけど、他に生かしていき
たい。



生徒のふり返り

・どのクラスも発表の仕方を意識していて、どのク
ラスが何をするのか、分かりやすかったです。みん
なの発表から、参考になる所がたくさんありました。
国語で学習した、要点を短くまとめることが総合の
発表に生かせたのでとてもよかったです。紙やタブ
レットを利用した発表が多かったため、自分が気に
なって見に行った発表が、さらに気になりました。
目標を達成できるか楽しみです。



生徒のふり返り

・たくさんのクラスの発表がみれた。深く印象に残
る案がたくさんあって面白かった。総合での学びで
クラスの団結力を深めたり、総合の取り組みを成し
遂げることも素晴らしいですが、総合の学びを通し
てクラスの仲が深まることはもっと素晴らしいこと
だと思った。



１０月 学級総合発表会②

 2月 学級総合発表会③

１０月３０日 研究授業・授業研究会②

２月 5日  研究授業・授業研究会③

今後の予定
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